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この広報紙は、再生紙と大豆
油インクを使用しています。

　広報やしおは、毎月1回、10日（新聞休刊日を除く）に新聞折り込みで配布しています。届いていない世帯の方
は、最寄りの公共施設、金融機関、一部のコンビニエンスストア、八潮駅などでお受け取りになれます。なお、次
回の新聞折り込みは、10月10日（祝）です。
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リサイクルフェア開催
□日10月2日㈰　午前9時30分～午後2時（小雨決行）
□場リサイクルプラザ
□内リサイクル品販売（自転車・家具など）、ガレージセール、
缶つり、再生品の無料抽選会およびオークションによる販売、
啓発品配布（草花、たい肥など）、リサイクル啓発標語・ポス
ター入選者の表彰、野菜即売、各種模擬店
入札方式でリサイクル品を販売
□日9月20日㈫・21日㈬・23日㈮・26日㈪～30日㈮　午前9時～午
後4時30分、10月2日㈰　午前9時30分～11時30分
□場リサイクルプラザ
□対市内在住の個人で、自己搬出可能な
方
□内自転車、家具などのリサイクル品の
入札による販売（展示期間中、希望価
格を入札箱へ。1人1品）
結果発表　10月5日㈬　午後2時
引渡期間　結果発表後～10月14日㈮
□問リサイクルプラザ☎９９７-６６９６

　8月6日、資料館で、9月25日まで開催中の企画展「八潮の歩き方」の
展示解説会が行われ、16人が参加しました。
　この企画展は、誕生から60周年を迎えた「八潮」の現代までの景観
の変化を追うもので、江戸時代の市域が描かれた絵図から、つくば
エクスプレスのジオラマまで、さまざまな資料を展示しています。
　参加者たちは熱心に耳を傾け、終了後には「生活・環境の変化が分
かり、良かった」などの感想が聞かれ、再度見学し質問をする方も見
られました。

第36回企画展「八潮の歩き方」

風水害から命を守るために！！

〈大雨時の川の氾濫危険の危険性を知るために〉〈大雨時の川の氾濫危険の危険性を知るために〉
　市民の皆さんが自ら氾濫の危険性を知り、的確な避難行動などに役に立つように、国土交通省ではインターネットで『川の防災情報』
（http://www.river.go.jp/）を公開しています（身近な「雨の状況」「川の水位と危険性」「川の予警報」などをリアルタイムでお知らせする
ウェブサイトです）。市ホームページからもご覧になれます。

屋内での
待機など

避難指示

避難勧告

避難準備情報

市民に求める行動市からの勧告・指示河川の水位

●インターネット、テレビ、携帯メールなどで大雨や河川の状況につ
いて、情報収集をします。
●ハザードマップなどで避難所、避難ルートの確認をします。

●気象情報に注意を払い、避難の必要について考え、避難を必要
と判断する場合は、その準備をします。
●避難に時間がかかる高齢者などの避難行動要支援者などは、避
難行動を開始します。

人的被害の発生する可能性が高まった状況

屋外での移動が危険な場合や浸水などによる建物倒壊のおそれ
がないと判断される場合には、自宅や近隣の建物の高い場所に緊
急的に一時避難します。

●避難勧告などの発令後で避難中の方は、避難を完了します。
●避難していない方は、直ちに避難を開始します。その余裕がない
方は、屋内にとどまり上階に待避するなどの行動をとります。

人的被害の発生する可能性が非常に高まった状況

●通常の避難行動をとれる方は、避難所への避難を開始します。
人的被害の発生する可能性が明らかに高まった状況

氾濫注意水位 ※3
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　雨・河川水位の状況を考慮
し、必要に応じた方法で情報
を発信します。

●サイレン
●防災行政無線

●緊急速報メール
●やしお８４０メール配信サービス　
●広報車
●自主防災組織
●消防車両
●テレビ、ラジオ、インターネット

市民への伝達方法

※1…河川が氾濫する恐れのある水位　※2…避難情報発表の目安となる水位　※3…河川の氾濫の発生を注意する水位

八潮市では、風水害時の河川の水位や降雨の状況により、避難勧告・指示を発令します。
身の危険を感じた場合は、自発的に命を守る行動をとりましょう。
八潮市では、風水害時の河川の水位や降雨の状況により、避難勧告・指示を発令します。
身の危険を感じた場合は、自発的に命を守る行動をとりましょう。 □問危機管理防災課☎○内３０５

防災行政無線が聞き取りにくい
ときは、防災行政無線テレホンサ
ー ビ ス（　 0120-840-225）
で放送内容が確認できます。


